
The University of Tokushima (2011)〉 Graduate School of Health Sciences〉 Nursing Sciences, Health Sciences (Doctor’s Degree) [⇒Japanese]

Practice of throughout the life healthy support nursing 2 units

Chiemi Kawanishi · Professor / Health Sciences, Keiko Sekido · Professor / Health Sciences, Toshiko Tada · Professor / Health Sciences, Ayako Tamura · Professor / Health Sciences

Target〉 生涯健康支援看護学特講をふまえて，先行研究を概観し，研究課題や方
法論の理解を深める．

Outline〉 生涯健康支援看護学特講をふまえて，高度に発展，多様化する対象者
の健康に対するニーズに適応でき，QOLの向上に貢献できる理論や看護技術
の活用方法及び保健行動を確立するための学習支援方略や支援する看護師の
育成方法について現状を分析し，改善方法を検討する．さらに ，脳・神経機
能障害者や手術後患者の日常生活支援及び地域において生活する人の健康を
支援する制度やシステムに関する先行研究を概観し，研究課題や方法論の理
解を深める．

Keyword〉 看護, health, quality of life
Fundamental Lecture〉 “Advance health sciences”(1.0), “Nursing scientific

research methodology”(1.0), “Theory of throughout the life healthy support
nursing”(1.0)

Relational Lecture〉 “Theory of throughout the life healthy support nursing”
(0.5), “Research of throughout the life healthy support nursing”(0.5)

Schedule〉
1.高度に発展，多様化する対象者の健康に対するニーズに適応でき，QOL
の向上に貢献できる理論や看護技術の活用方法を検討する (川西)

2.高度に発展，多様化する対象者の健康に対するニーズに適応でき，QOL
の向上に貢献できる理論や看護技術の活用方法を検討する (川西)

3.高度に発展，多様化する対象者の健康に対するニーズに適応でき，QOL
の向上に貢献できる理論や看護技術の活用方法を検討する (川西)

4.高度に発展，多様化する対象者の健康に対するニーズに適応でき，QOL
の向上に貢献できる理論や看護技術の活用方法を検討する (川西)

5.保健行動を確立するための学習支援方略や支援する看護師の育成方法に
ついて現状を分析し，改善方法を検討する (関戸)

6.保健行動を確立するための学習支援方略や支援する看護師の育成方法に
ついて現状を分析し，改善方法を検討する (関戸)

7.保健行動を確立するための学習支援方略や支援する看護師の育成方法に
ついて現状を分析し，改善方法を検討する (関戸)

8.保健行動を確立するための学習支援方略や支援する看護師の育成方法に
ついて現状を分析し，改善方法を検討する (関戸)

9.地域において生活する人の健康を支援する制度やシステムに関する先行
研究をレビュ-し，システムや QOL評価の改善方法を検討する (多田)

10.地域において生活する人の健康を支援する制度やシステムに関する先行
研究をレビュ-し，システムや QOL評価の改善方法を検討する (多田)

11.地域において生活する人の健康を支援する制度やシステムに関する先行
研究をレビュ-し，システムや QOL評価の改善方法を検討する (多田)

12.地域において生活する人の健康を支援する制度やシステムに関する先行
研究をレビュ-し，システムや QOL評価の改善方法を検討する (多田)

13.脳神経機能障害患者や手術後患者の日常生活回復支援に関する先行研究
を概観し，これまでの国内外の研究動向並びに今後の課題を検討し，機
能障害の評価方法や回復支援方法を探求する (田村)

14.脳神経機能障害患者や手術後患者の日常生活回復支援に関する先行研究
を概観し，これまでの国内外の研究動向並びに今後の課題を検討し，機
能障害の評価方法や回復支援方法を探求する (田村)

15.脳神経機能障害患者や手術後患者の日常生活回復支援に関する先行研究
を概観し，これまでの国内外の研究動向並びに今後の課題を検討し，機
能障害の評価方法や回復支援方法を探求する (田村)

16.脳神経機能障害患者や手術後患者の日常生活回復支援に関する先行研究
を概観し，これまでの国内外の研究動向並びに今後の課題を検討し，機
能障害の評価方法や回復支援方法を探求する (田村)

Evaluation Criteria〉 レポートによる評価
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217039
Contact〉
⇒ Kawanishi (保健学科 3階, +81-88-633-9047, ckawa@medsci.tokushima-u.

ac.jp) Mail
⇒ Tada (保健学科棟 3階, +81-88-633-9033, tada@medsci.tokushima-u.ac.jp)

Mail (Office Hour: 火曜日 16:00-18:00)
⇒ Sekido (+81-88-633-9035, sekido@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office

Hour: 毎週水曜日，金曜日18:00∼ 19:00)
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